
〉学長メッセージ ｜ 
Message from the P陪sident

〉研究科の概要特色 ｜ 

President’s Profile 
1936年 長野県松本市生まれ

1960年 文学士（東京外国語大学〈中国科〉）

1965年 国際学修士（東京大学）

1977年 東京外国語大学教授

1980年 社会学1専士（東京大学）

1995～2001年 東京外国語大学学長

1998～2001年 国立大学協会副会長

1998～2006年 アジア太平洋大学交流線構（UMAP）初代国際司医務総長

2000～2006年財団法人大学セミナーハウス理寧長

2001～2007年 文部科学省中央教育審議会委員（大学院部会長・外国話専門部会主査）

2004年～現在 公立大学法人国際教養大学理事長・学長

2006～2008年内閣教育再生会議有様考委員

2008年～現在 社団法人才能教青研究会会長

オーストラリア国立大学、パリ政治繁際、

カリフォルニア大学サンディエゴ校大学院の客員教授を歴任．

著書は「現代中国鎗J「中ソ対立と現代j

f北京烈更！り（サントリー学萎賞受賞H国際関係蛤J

f中国・台湾・香港J「21世紀の大学j「音楽は生きるカj

f全球（グローバル）教育蛤」など多数．

中国・台湾などについての解鈴活動で

2003年度f:iE鎗大賞J受賞．
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Visitingロrofessor at Australian National University: tnsutitut 

d＇主tudes Politiques de Paris: The Graduate School of IR/PS. 

University of California. San Diego. 

Publications inclυde. Gendal Chuugokuron !On Contempか

rary China: Ideology and Politics) Chuuso Tairitsu to Gendai 

(The SineトSoviet Confrontation in Historical Perspective). 

Pekin Retsu Re蜘（Beijing in Flux [recipient of the Suntory 

Academic Prize]). Kokussi Kankei Ron (International 

Relations). Chuugoku-Taiwan-Honkon (China.Taiwan and 

Hong Kong), Nijuisseikl no Dalgaku (Universities In the 21st 

Century), Ongaku wa lk/ru Chikara (Music is the Power of 

Life). Zenkyu(Global）κyolkuron (On Global Education). and 

many more. 
Winner of the Seiron Grand Prize. 2003 

�Akita Ir 

Born in Matsumoto City, Nagano Prefecture 

B.A.. China Studies (Tokyo University of Foreign Studies) 

M.A .. International Relations (The University of Tokyo) 

Professor. Tokyo University of Foreign Studies 

Ph.D目. Sociology (The University of Tokyo) 

President. Tokyo University of Foreign Studies 

Vice-President. Japan Association of National Universities 

Founding Secretary-General. University Mobility in Asia and the Pacific (UMAP) 

President. University Seminar House. Inc. 

Committee Member. Central Council for Education. the Ministry of 

Education. Culture. Sports. Science. and Technology (MEXT) 

2004 - Present President and Chair of the Board. Akita International University 

2006 - 2008 Member. Cabinet Education Rebuilding Council 

2008・Present President. Talent Education Research Institute. Corp. 

1936 

1960 

1965 

1977 

1980 

1995- 2001 

1998- 2001 

1998- 2006 

2000- 2006 

2001 - 2007 



研究科の概要・特

ロ研究科の構成・概要
国際教養大学専門職大学院「グローパJレ・コミュニケーション実践研究科Jは2008年9月に開設されました。 本研究科は、

高度な国際コミュニケーションの理論と実践に係る知識と技能を身につけ、グローバル化社会において、外国語により業務

ができる高度専門職業人の養成を主な目的とします。そのため、研究科の名称を「ク‘口一パJレ・コミュニケーショ、実践研究

科j、専攻名を「グ口一パJレ・コミュニケーション実践専攻Jとし、1研究科1専攻の専門職大学院としています。割らに、専攻

内に「英語教育実践領域」、「日本語教育実践領域」、「発信力実践領域Jの3領域を配しています。

｜ 研究科・専攻の名称 代表等 騨修業期間 入学定員 収容定員 ！ ｜
グローパル・コミュニケーション実践研究科

グローパル・コミュニケーション実践専攻

．英語教育実践領域

．日本語教育実践領域

．発信力実践領i或

口研究科の特色

：研究科長伊藤陽一

：：専攻長 伊藤陽一

：領減代表Al LEHNER 

：領域代表鮎漂孝子

：領域代表伊藤陽一

2年 30人 60人

本研究科は専門職修士課程であるととから、理論的、学問的な展開を踏まえつつ、徹底して実用性を重視しま 。授業で

は、一方向的な講義に留まることなく、討論などを過して学生の問題意識を引き出すなど、双方向の授業を展開します。ま

た、各領域には、実践研究の専門科目があり、学生はインターンシツプ（実習）によって講義での理論的枠組みを現場で実

体験し、その習得・深化を図ることができます。このように理論と実践の融合を主眼とするため、以下5つの点を基軸にカリ

キュラムを編成しています。

。 賠一度な専門職教育

高度な外国語による業務展開が可能となるよう、本研究科の授業（講義・演習・実習等）は、日本語教育関係科目

を除き、英語で行います。

＠ 

＠ 

「理論と実践の架橋Jを基軸とした教育の展開

職業現場に関連した理論の習得とその実践を念頭におき、実際に現場で直面しうる問題の解決を重視した授

業を展開します。このため、国際的に指導の最前線に立ってきた実務家教員、国際協力・報道の実務経彊食者、国家

首脳レベルの会議通訳・同時通訳の経験者を専任教員として迎え、より実践的な教育を行います。

グローパル・コミュニケーション実践に関するコア科目の配置

国際社会や文化についての基礎理論・知識に関する科目のほか、言語コミュニケーション力、つまり玄章表現力、

口頭表現力など、ク‘口一パル・コミュニケーションに関わる実践的な能力を習得するための各領域を超次た共通科

目を配置し、選択必修としています。
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